
 

 

平成26年度 福井県特別支援教育センター研修講座 実施要項 

 

№11 読み書きに困難のある子どもへの支援 

－医療と教育の効果的な連携を考える－ 

（兼：平成26年度 特別支援教育コーディネーター養成研修(選択研修)） 

（兼：平成26年度 特別支援教育新任担当教員研修(選択研修)） 
 

 
１ 主旨 読み書きに困難さを抱える子どもたちに関して，医療と教育が効果的に連携している具

体例について学ぶ。 
 

２ 対象 県内の学校・幼稚園・保育園・関係機関・施設等に勤務する教職員全般 
 
３ 主管 福井県特別支援教育センター 
 
４ 日時および会場 

     平成26年８月８日（金） 10:00～16:00 

福井県立大学 共通講義棟 108大講義室 

   〒910-1195 吉田郡永平寺町松岡兼定島4－1－1  ℡(0776)61-6000 
 
５ 日程および内容 
 

時間 テーマ および 講師 内     容 

 

９:30～10:00 

 

10:00～10:10 

 

 

10:10～12:00 

 

 

 

 

 

12:00～13:00 

 

 

13:00～14:20 

 

 

 

  

 

 

 

14:20～14:30 

 

14:30～15:40 

 

 

 

 

 15:40～15:50 

 

15:50～16:00 

 

受  付 

 

開講の挨拶・講師紹介 

   福井県特別支援教育センター 所長  

 

 ＜講義１＞ 

 「学習障害、特に読字障害(DD)の臨床-注意欠陥多動性障害

(ADHD)・自閉症スペクトラム障害(ASD)との関連を含めて-」 

   平谷こども発達クリニック 

     院長  平谷 美智夫 氏 

 

昼食・休憩  

 

 

＜講義２＞ 

 「具体的な事例と対応について」 

平谷こども発達クリニック 

     院長  平谷 美智夫 氏 

 「補助代替ツールを活用した学習支援」 

   金沢星稜大学 

     教授  河野 俊寛 氏  

 

休 憩 

 

＜講義３＞ 

 「支援機器の紹介と指導事例について」 

   平谷こども発達クリニック 

     言語聴覚士 山口 大輔 氏 

 

質疑応答 

 

閉講の挨拶・事務連絡 

 

 

 

 

 

 

 

 

・DDの多くがADHDやASDに併存

している。ADHD、ASDにおけ

るDDチェックの必要性やDDに

併存する計算障害についてな

ど、LDトラウマを受けないよ

うにするための早期診断、早

期発見について知る。 

 

 

・個別ケースに関する保護者の

経験談を聴き、教育の中での

対応について考える。 

・身近にある各種ツールを読み

書きの補助代替に使うことで

学習支援ができることを知

る。 

 

 

 

・療育場面でのアセスメントに

基づいた指導や、支援機器の

活用例について知る。 

 

    本講座担当者 福井県特別支援教育センター 指導主事（特別支援教育）板庇 貴美恵 
〒910-0846福井市四ツ井２丁目８－１  TEL 0776-53-6574 FAX 0776-52-6272 



福井県立大学 共通講義棟  

駐車場についてのお願い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域経済研究所の前の駐車場には駐車しないでください。 

第１、第２駐車場にとめられなかった場合は、第３、４駐車場にお

まわり下さい。通路への駐車もご遠慮下さい。 

ご協力お願いいたします。 

ここに駐車する

と便利です 


